
SharePoint 通知(SharePoint 通知メール)はただ SharePoint Alert Reminder Boost の一部機能です。次

の例はこのワークフローの使い方を詳しく説明します。 

1. タスクの所有者という SharePoint グループを作成してください。このグループへ複数のユーザーを

追加します。 

 

2. ワークフローの追加ページを開き、SharePoint Alert Boost ワークフローはワークフローのテンプレ

ートとして表示されます。SharePoint Alert Boost ワークフローを選択し、ワークフローの名前を入力し、

リストと履歴リストを選択してください。このワークフローが自動的に開始するには、「新しいアイテ

ムが作成されたら、このワークフローが自動的に開始する」と「アイテムが変更されたら、このワーク

フローが自動的に開始する」前のチェックボックスをオンにしてください。 



 

3. 主要設定のページで、新しい通知パーツを追加するには、「通知パーツを追加」をクリックしてくだ

さい。 

 

4. 通知パーツの構成: 

 通知パーツの名前を入力します。  



 「すべての変更を行った」を有効にしてください。これによって、アイテムは追加、変更また

は削除されたときに、ユーザーに通知メールを送信します。  

 送信条件をカスタマイズするには、通知条件ボックスで条件を入力します。  

 

電子メールの主題は列の挿入機能を備えます。メールの主題をお好きにカスタマイズできます。「件名

にワークフローを含む」と「件名に通知タイプを含む」を有効化にします。 

通知コンテンツで、通知メールにアイテムの情報を含むを有効にしたら、すべてのフィールドの値はメ

ールに含まれます。 

 



送信先ボックスに SharePoint ユーザー/グループまたは AD ユーザー/グループを入力します。入力した

ユーザーまたはグループはこのタスクの担当者です。次の部分で、このタスクの担当者を選択します。

また、カスタムメールアドレスへ送信する機能を備えます。 

 

5. 「OK」をクリックしてから、通知の主要設定ページに戻します。構成設定を保存するには、主要ペ

ージにの「OK」をクリックします。 

6. タスクリストへ戻ります。タスクアイテムを新規作成したら、このタスクの担当者とタスクの所有者

は通知のメールを受信します。 



 



 

7. タスクアイテムのフィールドの値は変更されたら、変更についてのメールも送信されます。そして、

メールには、変更は強調表示されます。 

 



8. タスクのアイテムは削除されたら、通知メールもタスクの所有者と担当者へ送信します。 

 

SharePoint Reminder Boost workflow を使用して、ユーザーのタスクは期限切れましたら、このユーザ

ーはアラームメールは受信します。次のデモは SharePoint Reminder Boost workflow の使い方を詳しく

説明します。 

 タスクの状態は未完了で、そしてタスクが期限切れましたら、アラームメールは送信されます。  

 アラームメールの送信時間と送信時間間隔はカスタマイズできます。既定では、午前 9 時から

午後 6 時まで、4 時間ごとに送信します。（土日を排除できます。）  

 アラームメールはタスクの担当者または指定した人へアラームメールを送信します。BCC、CC

も利用可能です。  

SharePoint Reminder Boost ワークフローの構成は SharePoint Alert Boost ワークフローの構成方法と

ほとんど同じです。 

 アラームパーツの名前を入力します。  

 アラームのセット部分で、送信条件をセットします。[状態]=="進行中"&&[期日]<[今日] &&曜日

([今日]) !=土 &&曜日([今日]) !=日。この条件の意味は、タスクが期限切れましたら、平日だけに

アラームメールを送信します。  



 

メールの主題はカスタマイズできます。たくさんのオプションも提供います。ニーズに応じて有効にし

ます。 

メールは本文がカスタマイズできます。例では、あなたのタスクはに[期日]に期限切れました。できるだ

け早く完了してください、と赤いで書きます。 



 

タスクの担当者を選択し、BCC 送信先を指定してください。 

ワークフローが開始すると、条件を満たすタスクの担当者は図のようなメールは送信します。 



 

 


